
年    組     番 名前 

1 

教材１－Ｅ－（１）の解答 小数のかけ算 

③ 『 4.7 × 3 』の解決のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 積に小数点をうちましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計算をしましょう。 

 

 

(1) 3.2 ×３ ＝  9.6    (2) 1.7 × ２＝  3.4     (3) 5.3 ×４＝ 21.2   

 

 

 

 

(4) 0.8 ×６＝  4.8    (5) 4.6 × ５＝  23     (6) 2.5 ×８＝  20      

 

 

 

 

(7) 1.2 ×12＝  14.4     (8) 1.4 × 27＝  37.8   (9) 4.8 ×21＝ 100.8 

 

 

 

〔計算の工夫〕 

4.7 × 3 ＝  14.1 

      10  倍           

47  × 3 ＝ 141          

 

 

 

    ０．４ ２ ８ 

×     ３ ９ 

３ ８ ５ ２ 

１ ２ ８ ４   

１ ６. ６ ９ ２ 

(3) 
    １．７ 

× ２ ８ 

１ ３ ６ 

３ ４   

４ ７. ６ 

(1) 
      ３．７ ５ 

×   ４ ２ 

  ７ ５ ０ 

１ ５ ０ ０   

１ ５ ７. ５ ０ 

(2) 

〔0.1をもとにして考える〕 

4.7 は 0.1 が 47   個です。 

 4.7 × 3 は 0.1 が（ 47 × ３ ）個になります。 

 だから、4.7 × 3 ＝  14.1 です。 

 

 

 たしかめよう 

10
 

 

1
 

 



年    組     番 名前 

2 

教材１－Ｅ－（２）の解答 小数のかけ算 

③『 2.53 × 3 』の解決のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.53を２５３にするには… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 計算をしましょう。 

 

(1) 2.8 ×４ ＝ 11.2     (2) 3.9 × ２＝  7.8                 

 

 

(3) 4.5 ×３＝ 13.5     (4) 8.2 ×９＝  73.8     

 

 

② 積に小数点をうちましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

①      ２．３ 

× ４ ５ 

１ １ ５ 

  ９ ２   

１ ０ ３. ５ 

     ０．７ ８ 

×   ３ ５ 

  ３ ９ ０ 

２ ３ ４   

２ ７. ３  ０ 

② 

たしかめよう 

253 
2.53 は 0.01 が      個

こ

分の数 

積は、0.01が            こぶん

の数 

0.01をもとに考えましょう。 

253 
 
     ×３ 

2.53 ×３の積は、 

 0.01 が         個分の数 

積は、0.01が            こぶ

んの数 

整数になおして考えましょう。 

100 

 

２ × ３ ＝ ６ 

 

 

２０× ３ ＝ ６０    

 

 
10倍 

10 
1 

2.53 を      倍すると２５３ 

２．５３  ×  ３＝ 

 

 

 

２５３   ×   ３＝     

  100 倍 

 
？倍 

 
   

759 

7.59 

 
   

   

 

 

         

かけられる数を１０倍すると、 

積は何倍になるかな。 100 倍 

  100 

759は253×3の

積。 

2.53×3の積は 

 

 

 

 

に す る ん だ

ね。 

 

 

 

 

にするんだね。 

 

 

1 



年    組     番 名前 

3 

教材１－Ｅ－（３）の解答  小数のたし算  

③ 『 4.9 ×12 』の解決のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  積に小数点をうちましょう 

 

 

 

 

 

 

 

② 計算をしましょう 

 

(1) 5.2 × 24＝          (2) 1.9 × 35 ＝         (3) 2.4 × 50 ＝     

 

 

 

 

(4) 0.26 ×44＝      (5) ７.58 × 50＝         (6) 4.5 × 28 ＝        

 

 

 

 

(7) 2.45 × 6＝        (8) 4.05 × 36 ＝           (9)0.336 × 624＝  

 

    ０．１ ５ ８ 

×     ８ ９ 

１ ４ ２ ２ 

１ ２ ６ ４   

１ ４. ０ ６ ２ 

(3) 
    １．７ 

× ２ ８ 

１ ３ ６ 

３ ４   

４ ７. ６ 

(1) 
      ３．２ ８ 

×   ４ ３ 

  ９ ８ ４ 

１ ３ １ ２   

１ ４ １. ０ ４ 

(2) 

たしかめよう 

124.8 

 

11.44  

14.7 209.664 

〔0.1をもとにして考える〕 

4.9は 0.1 が     個です。 

 だから49×12の計算と同じように考えます。 

 

 

 

49 

 ４９ 

×１２ 

 ９８ 

４９ 

５８８ 

でもこの588は、

0.1が588個分とい

うこと 

 ４.９ 

×１ ２ 

 ９ ８ 

４９ 

５８.８ だから 

小数点をわすれずに！  

66.5 

379 

145.8 

〔計算の工夫で求める〕 

4.9 ×12 ＝  58.8 

                 

49  ×12 ＝ 588 

 

 

 

588 

58.8 

10倍 
1 

10    

 

120 

126 



年    組     番 名前 

4 

教材１－Ｅ－（４）  小数のかけ算  

③ 『 3.8 ×12 』の解決のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  積に小数点をうちましょう 

 

 

 

 

 

 

 

② 計算をしましょう 

 

(1) 2.8 × 14 ＝         (2) 1.8 × 34 ＝        (3) 7.3 × 32 ＝     

 

 

 

 

(4) 0.91 × 78 ＝      (5) 3.92 × 88 ＝         (6) 6.57 × 28 ＝        

 

 

 

 

(7) 9.84 × 45 ＝       (8) 8.05 × 6 ＝           (9) 42.5 × 60 ＝  

 

      ２．０ ８ 

×     ８ ９ 

１ ８ ７ ２ 

１ ６ ６ ４   

１ ８ ５. １ ２ 

(3) 
    ０．４ 

× ５ ７ 

  ２ ８ 

２ ０   

２ ２. ８ 

(1) 
      ６．７ ９ 

×   ３ ３ 

２ ０ ３ ７ 

２ ０ ３ ７   

２ ２ ４. ０ ７ 

(2) 

たしかめよう 

39.2 

70.98 

442.8 2550 

〔0.1をもとにして考える〕 

3.8は 0.1 が     個です。 

 だから38×12の計算と同じように考えます。 

 

 

 

38 

 ３８ 

×１２ 

 ７６ 

３８ 

４５６ 

この456は、1をもとにし

ていれば、456のまま。こ

こでは、0.1をもとにして

いるから・・・ 

 ３.８ 

×１ ２ 

 ７ ６ 

３８ 

４５.６ 

小数点をわすれずに！  

61.2 

344.96 

48.3 

233.6 

183.96 

小数を整数に直したら、そ

の後、どのようなことに気

を付けたらよいですか。 

〔計算の工夫で求める〕 

3.8 ×12 ＝  456 

      10  倍          

38  ×12 ＝  

 

 

 

456 

45.6 
1 

10 


